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アクアポニクス教材用 

軸組み免震構造 

 

 

 

  

 

中学校技術のものづくり教材としてアクアポニクスを活用した教材を開発したいと考えた。  

水を大量に扱うことから、 

振動が与えられてもこぼれにくい特徴を持たせる 

学習指導要領の内容から、 

現代社会で利用されている技術に関心を持たせる 

養殖部を隠さないような収納棚として 

開口部の大きく取れる梁勝ち軸組み工法を採用 

 

 

水槽自体を吊りあげることで 

水平方向の揺れを低減 

させることができる 

最先端技術である免震構造に着目し、 

教材化という点から 

吊吊吊りりり免免免震震震工工工法法法   を採用 

振動実験による免震性能の検証 

 キャスターを取り付ければ 

簡単に水槽を移動させる

ことができ、 

免震システムを体感 

することもできる。 

 

鋼球落下試験、面圧試験及び 
簡易加減速実験による最適スポンジダンパーの選定  

低反発スポンジは、反発係数が 0.28

と 1 番低く、ダンパーとして高い性能を

有していることから、 

低反発スポンジ を採用した。 

面積をパラメータとして実験を行った

結果、面積が増加するにつれ減衰

率は高まり、 

900mm2 のスポンジダン
パーが最もエネルギーを吸収してい
ることが明らかとなった。 

 

免震ありの方が波の

高さが低いことから、 

本教材には 
免震性能が
備わっている 
ことが明らかとなった。 

人の移動による 

長周期振動に 

対応するため、 

スススポポポンンンジジジダダダンンンパパパーーーを導入 


